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おだやかな美しい瀬戸内海に臨む倉敷市には、古くから多くのひとびとが生

活し、市内にはさまざまな時代の遺跡が数多く残されています。倉敷市では、

こうした貴重な遺跡の保護保存をはかるための拠点施設として平成 4年度に倉

敷埋蔵文化財センターを設立し、調査研究を行うとともに、生涯学習の中で文

化財保護思想の一層の普及に努めているところです。

このたび、報告いたします王子が岳南麓遺跡は、瀬戸内が草原であった頃の

旧石器時代の遺跡です。この時代の遺跡には、市内下津丼にある鷲羽山遺跡が

全国的に有名ですが、岡山県南部でのこうした遺跡の調査は、近年では極めて

稀な例といえます。今回の調査では、この地域特有の流失しやすい花同岩風化

土壌ということもあり、遺構にはあまり恵まれませんでしたが、ナイフ形石器

や尖頭器など多くの貴重な資料を得ることができました。本報告は、これらの

成果をまとめたものです。

本書が、今後の文化財の保護保存に活用されますとともに、調査研究の資料

として、また郷土理解のための一助となりましたら幸甚に存じます。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本書の作成にあたりまして、ご指導

ご協力を賜りました関係各位に対し厚くお礼申し上げます。

平成 7年 3月 31日

倉 敷 市 教 育 委 員 会

教 育 長  山  田  錦  造



例 言

1.本書は、岡山県の保養施設建設に伴う倉敷市児島唐琴所在王子が岳南麓遺跡の発掘調査報告

書である。

2.発掘調査は、倉敷市教育委員会文化課職員小野雅明・藤原好二が担当し、1993年 1月 7日 か

ら3月 29日 にかけて実施した。

3。 本書の執筆分担は下記のとおりに行った。

第 1章                 中野倫太郎

第 2章第 1節              福本 明

第 3章 第 4章第 2節          小野雅明

第 2章第 2・ 3節 第 4章第 1節 第 5章 藤原好二

遺物の写真撮影は鍵谷守秀が行った。全体編集は藤原が行った。

4。 出土遺物の整理は倉敷埋蔵文化財センターで行い、整理にあたっては、明石 香・内田智美

木曽敏江・多賀仁美・藤田朱美・宮地かをりの協力を得た。

5.挿図中に使用した高度値は海抜高であり、方位はすべて磁北である。

6。 第 1図は、建設省国土地理院発行の50,000分の 1の地形図 (玉野)を縮小したものである:

7.本書に関する実測図 0写真・遺物等は、すべて倉敷埋蔵文化財センターで保管している。

8。 調査の実施及び整理・報告に際して、下記の方々から多大のご教示・ご協力を得た。記して

深 く感謝tたい。

稲由孝司 大野安生 金子智之 絹川一徳 富樫孝志 平井 勝 間壁忠彦 光石鳴巳

安川豊史 山本慶一

9。 本書で用いたアルファベ ンヽト略号は次のとおりである。

【時代】

P:旧石器、 J:縄文、Y:弥生、K:古墳、R:歴史

【石器器種】

AH:石鏃、Ax:石斧、Bl:石刃t Br:彫器、C:炭化物、Ch:砕片、

Cr:石核、Fe:鉄器、Fl:剥片、GS:祗石、HS:叩石、Kn:ナ イフ形石器、

P:土器、PE:楔形石器、Pb:礫t Po:尖頭器、RF:二次加工のある剥片、

S:ス クレイパー、SW:石錘、UF:使用痕のある争J片

【石材】

An:安 山岩、Cs:結晶片岩、Gr:花 同岩、Ob:黒曜石、Qz:石英、

Rc:水晶、Rh:流紋岩、S:シル ト岩、Sh:頁岩、Ss:砂質片岩、

Tu:凝灰岩
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第 1章 遺跡の立地 と環境

1。 旧石器時代

王子が岳南麓遺跡から出土した遺物の大半は、旧石器時代に属していると考えられる。

そこで、まず周辺地域の旧石器時代の自然環境、遺跡の分布状況をみておくことにする。

2万 5千年から1万 5千年前の最終氷期の最盛期には、海水面低下のため瀬戸内は完全に陸地

化しており、現在の瀬戸内の島々は、かつては丘陵の頂であった。現在の海底地形は、海進後の

堆積や潮流による掘 り下げにより変化しており、そのままで旧地形と同一とみなすことはできな

いが、かつて広い平原をなしていたことは地形図から読み取ることができる。また、王子が岳南

麓遺跡のす ぐ西方、鷲羽山から坂出平野へと至る瀬戸大橋・児島～坂出ルー ト付近の海は浅 く、

東西から高まってくる傾斜の頂部となっていることもうかがえ、当時この付近が東西水系の分水

界であったと考えられている。

ナウマンゾウ、オオツノジカなどの化石が、下津丼沖をはじめとする備讃瀬戸の海中から、操

業中の漁船の網に掛かって引き揚げられる。これらの動物は地質年代でいう中期更新世から後期

更新世にかけての動物である。これらの化石は、旧石器時代 とほぼ重なる後期更新世の動物相が

現在 とは異なっていたことを物語る。

現在水没している部分にひろがっていた瀬戸内の平野は、草原・低湿地であったという。多く

の遺跡が立地する現在の岬、海浜丘陵などの頂部は、草原・低湿地を臨む高台であったことにな

る6日 々の糧を求める狩猟・採集の場を臨むこれらの場所は、当時の人達にとって生活の適地で

あったろうことは想像に難 くない。現在遺跡が見いだされる場所は、このような理由で居住地に

選ばれたのだろうと指摘されている(1ヽ

それでは、王子が岳付近の旧石器時代遺跡の分布状況を見ていこう。

玉野市日比湾付近の丘陵上には、向日比遺跡、宮山遺跡が存在している。宮田山遺跡は、渋川

海岸北の宮田山山頂に位置する。この遺跡から出土したナイフ形石器は、宮田山型ナイフ形石器

の標式となっている。

王子が岳南麓遺跡の背後、矢出山から新割山へと至る王子が岳山塊は、玉野～倉敷市境を越え

てひろがっている。この尾根上には矢出山遺跡、王子が岳山頂遺跡が知られ、各所で旧石器時代

の遺物が採集されている。ゝ 王子が岳南麓遺跡の南西 3 kmの洋上に浮かぶ竪場島では、鎌木義昌に

よる発掘調査が行われている(3と
b

王子が岳から鷲羽山周辺にかけての地域には、数力所、旧石器時代遺物の表採が伝えられてい

る地点がある
“
ヽ そのうちの唐琴の鵜石鼻遺跡では、倉敷市教育委員会による1982年の調査の際

に、ナイフ形石器 1点が出土している。

鷲羽山は瀬戸内海に突き出す半島状の山地である。学史上著名な鷲羽山遺跡はこの尾根上に位
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置している。山本慶一によると、かつては先端の久須美鼻の岬から山頂付近にかけて、 6地′点で

旧石器の散布が見られたという。ヽ 1954年に久須美鼻において鎌木義昌らによる調査が行われ、旧

石器の編年を検討し得る層位的な資料が発掘された。この資料は、香川県直島町井島鞍掛鼻遺跡、

竪場島遺跡の資料とともに、瀬戸内の旧石器編年研究の初期に大きく寄与した。

塩飽諸島周辺の遺跡を概観しておこう。岡山県側では、釜島、六口島の茶屋鼻、松島等で、こ

の時代の遺物の散布が知られている
“
ゝ香川県側に属する島々では、瀬戸大橋の工事に伴い架橋ル

ー ト上の遺跡が、香川県埋蔵文化財センターによって調査され、多くの成果があげられている171。

櫃石島の花見山遺跡からは、旧石器時代を主に 3万点におよぶ石器類が出上し、そのうち200点 を

細石核が占めている。岩黒島の初田遺跡でも、細石刃文化期の遺物が出土している。羽佐島遺跡

では、国府型ナイフ形石器の時期から縄文早期にかけての約30万点におよぶ大量の遺物が出土し

ている。与島では、東方遺跡、西方遺跡、大洲遺跡が発掘されている。さらに、同諸島では、室

木島、小与島、本島、瀬居島、沙弥島等でも遺物が表採されている。

石器原材料のサヌカイトの原産地、四国坂出の金山 0国分台は、王子が岳南麓遺跡から直線距

離で南方約20kmほ どに位置している。石材入手のため、日常的に行き来できる距離であるといっ

てよいだろう。

2。 縄文時代以降

この地域の環境は、縄文時代に入って一変する。海進の結果、児島は文字どおり島となり、王

子が岳南麓遺跡は瀬戸内海を臨む海岸へ立地することとなったのである。

縄文時代以降の児島南部地域の遺跡は調査例が少なく、実態不明のものが多い。そこで、王子

が岳に極めて近接した唐琴、田の口地域に的をしぼり、時代を追って遺跡分布の概況をみておく

ことにしよう(8)。

唐琴、田の口地域では、居住可能な空間は、丘陵上 と現在集落が形成されている海浜の狭小な

平野部とに限られる。この地域の縄文～弥生時代の遺物散布地としては、鵜石鼻遺跡、三池遺跡、

岩滝山遺跡、仙随山遺跡、向山遺跡等が知られている。鵜石鼻、岩滝山、仙随山、向山は旧石器

時代の遺物散布地でもある。これらの遺跡は、前述した居住可能地に位置していることが理解さ

れるであろう。

王子が岳南麓遺跡の一角に、かつて古墳が一基存在していた。「王子が岳古墳」と名づけられた

この古墳は箱式石棺をともなうものであったというが、古くに破壊されており、現在ではその痕

跡も認められない。古墳の築かれた付近は緩傾斜地であるが居住には適していない。また、この

古墳から唐琴の平野部までの間には集落遺跡はみあたらない。これらの状況から推して、この古

墳は岬の突端を意識して占地・築造されたとみるべきであろう。他に児島唐琴に、ホネコッサマ

古墳、児島田の口にはエビス谷古墳群、田の回荒神四つ塚古墳等が知られている。これらの古墳

は居住可能な平野縁辺の丘陵上に立地している。
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鵜石鼻遺跡は、海に突き出した小さな半島上に位置する。この遺跡では、倉敷市教育委員会が

1983年に調査を行っている。五輪塔をともなうものが22基、そのほかに38基、室町時代を中心と

した墓が調査され、骨蔵器に使用された備前焼の壺10、 土師器の壺 3、 羽釜 1が出土した●L

以上、旧石器時代を中心に遺跡の分布状況を概観した。児島地域の遺跡は調査例が少なく、実

態不明のものが多いというのが現状である。

注

(1)文献 7、 9参照

(2)文献 2「岡山県遺跡地図」などでは、新割山尾根上の遺跡が尾根伝いに矢出山まで延びている

ととらえており、矢出山遺跡を独立した遺跡とはしていない。また、文献 7な どで「王子岳東

方丘陵遺跡」と称されているものもある。これらの同異、範囲は明確にしえないため、本報告

書では、暫定的に表 1の通 りとしてお く。

0)文献 5参照

に)文献 1参照

同分布図には、児島田の回の岩滝山山頂付近の岩滝山遺跡、同じく田の回の仙随山遺跡、琴浦

向山遺跡東地点、下の町の萱苅遺跡、味野の竜王山遺跡、吹上 トンコ山遺跡などが「先土器時

代」の遺跡として示されている。また、吹上 トンコ山遺跡においても、1989年に倉敷市教育委

員会による調査がなされているが、調査範囲内からは旧石器時代の遺物・遺構は確認されてい

ない。その他の遺跡については、発掘調査は行われておらず実態は明確でない。

G)文献12参照

“

)文献 1参照

“

)文献14参照

G)以下の遺跡分布状況は、文献 1を もとに記述している。

0)文献13参照

-3-



表 1 周辺遺跡一覧

遺 跡 名 所 在 地 器石 考備 文献

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

王子力瑶南麓遺跡

向日比遺跡

宮山遺跡

宮田山遺跡

矢出山遺跡

王子力瑶山頂遺跡

竪場島遺跡

鵜石鼻遺跡

岩滝山遺跡

仙随山遺跡

琴浦向山遺跡

萱刈遺跡

竜王山遺跡

吹上トンコ山遺跡

鷲羽山遺跡

釜島遺跡

松島遺跡

トビノス遺跡

花見山遺跡

ヤケヤマ遺跡

大浦遺跡

長崎通り遺跡

琴浦堀江遺跡

三池遺跡

葛谷遺跡

ホネコッサマ古墳

エビス谷古墳群

田の日荒神四つ塚古墳群

明石丸山古墳

倉敷市児島唐琴

玉野市深井大戻鼻

玉野市日比

玉野市日比

玉野市渋川

倉敷市児島唐琴

倉敷市児島田の日

倉敷市児島唐琴

倉敷市児島田の回

倉敷市児島田の日

倉敷市児島田の口

倉敷市児島下の町

倉敷市児島味野

倉敷市児島下津丼 吹上

倉敷市児島下津丼大畠田之浦|

倉敷市下津非釜島

倉敷市下津非松島

坂出市櫃石島

坂出市櫃石島

坂出市櫃石島

坂出市櫃石島

坂出市櫃石島

倉敷市児島下の町

倉敷市児島日の回

倉敷市児島下の町

倉敷市児島唐琴

倉敷市児島田の口

倉敷市児島日の回

倉敷市児島田の日

ナイフ形石乳 有茎尖頭札 剥片

ナイフ形石乱 尖頭器

ナイフ形石器

ナイフ形石札 尖頭鶏 細石核

ナイフ形石器

ナイフ形石為 細石乱 剥片

ナイフ形石乳 翼状剥片,細石乳 細石核

ナイフ形石器

(石為 石片散布)

ナイフ形石器

有茎尖頭器 (石片散布)

(石片散布)

(石為 石片散布)

(石片散布)

ナイフ形石札 尖頭為 縦長剥片

細石札 細石核

細石器 (石片散布)

(石札 石片散布)

ナイフ1%札 剥片

ナイフ形石乳 細石札 細石核

ナイフ形石為 横長剥片,縦長剥片

ナイフ形石器,細石札 縦長剥片

ナイフ形石札 翼状剥片

(今回調査・本報告書)

文献4な どでは 大戻鼻遺跡

文献2, 3では 王子ケ岳遺跡にふ〈む

文献4な どの 王子岳東方遺跡をふ〈む

文献1では 丘上遺跡,海岸遺跡の2遺跡としている

1982年 倉敷市教育委員会調査・縄文時代以降の遺物も散布

縄文～弥生の遺物散布

縄文～弥生の遺物散布

文献1では 東地点は旧石器～弥生

西地点は縄文～弥生の遺跡としている

文献1では 東丘上 1ヒ丘上 西丘上,中丘上 南丘上遺跡を

5つの独立した遺跡としている

縄文の遺物散布

縄文～弥生の遺物散布

縄文～弥生の遺物散布

古墳4基

1

4,8

8

8,10

8

1,4,7

1

1,13

1

1

1,6

1

1

1

1

5,6

11,12

5,6

1

14

14

14

14

14

1

1

1

1

1

1

1

文献

1 倉敷市教育委員会編       1975 『倉敷市文化財分布図』

2 岡山県教育委員会編       1978 『岡山県遺跡地図 (第五分冊)』

3 文化庁文化財保護部編      1985 『全国遺跡地図 岡山県』

4                 1965 「日本先土器時代主要遺跡地名表」     杉原荘介編『日本の考古学』I

5 鎌木義昌・高橋 護       1965 「瀬戸内海地方の先土器時代」       杉原荘介編『日本の考古学』I

6 倉敷市教育委員会,倉敷市ガヒ財備認韻会 1968 『先土器,縄文土器』

7 安川豊史            1987 「先土器時代」              近藤義郎編『岡山県の考古学』

8 間壁忠彦            1966 「第一編 原始」             『玉野市史』

9 倉敷市立自然史博物館      1988 『備讃瀬戸海底産出の脊椎動物化石―山本コレクション調査報告書I』

10 西川宏・杉野文-        1959 「岡山県玉野市宮田山西地′点の石器」    『古代吉備』第3集

11 鎌木義昌            1968 「岡山県鷲羽山遺跡調査略報」       『石器時代』第3号

12 山本慶-            1969 「鷲羽山遺跡の石器と土器J        『倉敷考古館研究集報』第6集

13 倉敷市教育委員会文化課編1    1990 『倉敷市文化財だより』第2号

14 香川県教育委員会        1977～ 『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財予備調査報告』
1978～ 『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文イヒ財調査概報』
1984～ 『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査報告』 ほか参照
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第 2章 調査の経緯

第 1節 調査 に至 る経緯

瀬戸内海沿岸から島嶼部一帯には、倉敷市下津丼にある鷲羽山遺跡に代表されるように、多く

の旧石器時代の遺跡の存在が知られている。今回調査の対象となった王子が岳南麓遺跡もそれら

の中のひとつであり、1975年発干Jの倉敷市文化財分布図には、王子ヶ岳浜遺跡として記載されて

いる。遺跡の名称については、今回の調査報告を機に変更したもので、周辺の地名や遺跡の時代

および立地等を考慮し、今後は「王子が岳南麓遺跡」と呼称することとした。

さて、当該遺跡の中には、すでに昭和39年に健康保険保養所瀬戸内荘が建てられている。この

施設は、岡山県民生労働部保険課の所管となっており、健康保険の被保険者とその家族の健康の

保持と心身のリフレッシュを目的とした宿泊施設として、夏期を中心に多くの利用がある。しか

しながら近年建物の老朽化が進んできたために、平成 2年になって建て替えの計画が具体化して

きた。建て替えにあたっては、当該地が周知の遺跡内であるため、工事主体者である県保険課は、

まず地元市である倉敷市教育委員会に対して遺跡の取扱いについての協議を行った。

従前よりこうした国県事業に伴う発掘調査については、県教育委員会が対応してきている経緯

があり、当事業についても県教育委員会で対応するものと思われた。ところが、当時県内では山

陽自動車道等に伴う大規模な発掘調査が盛んに行われており、当該事業については県教育委員会

では早急な対応ができかねるという切迫した状態であった。このため、倉敷市教育委員会を含め、

3者で協議を行った結果、県の発掘調査の状況等諸般の事情を配慮し、取 りあえず遺跡の範囲確

認調査については、倉敷市教育委員会で実施することで合意した。これを受けて、平成 3年 2月

25日 付けで県保険課長より文化庁長官宛てに文化財保護法第57条の 3第 1項に基づ く「埋蔵文化

財発掘の通知」が提出され、また範囲確認調査については、同じく平成 3年 5月 31日 付けで倉敷

市教育委員会教育長宛てに「埋蔵文化財の

存在状況確認調査依頼書」が提出された。

範囲確認調査は、平成 3年 6月 21日 から

同 6月 28日 にかけて実施された。工事計画

によると、改築される建物は、既存の建物

の東側に規模 を拡大 して建てられ、進入路

についても西側より新たに付け替えるとい

うものであった。このため試掘調査に際し

ては、計画建物の予定範囲内にあたる東偵I

の山林を中心に、 2m× 2m規模の トレン

チを6箇所、西側の進入路部分の山林に 3 第 2図 範囲確認調査 トレンチ配置図
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ト 籠 長さ(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 年報番号 備考

1 ＲＦ

Ｆ‐

Ｐ K

2 24

2114

204*

3 92

0 49

0 91

2.9

6.9

1

2 須恵器

2

3

4

5

Cr

UF

UF

Fl

Fl

III

III

III

I

ⅡI

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

2 32

5.98

1.90

2 45

1 90

3.52

3 91

3 23

3 65

0.24*

2.12

1 18

0 62

0 43

0 69

27 9

19 2

36

3.6

21

5

3

1 An

表採 Fl

F】

RI

F】

Fl

F】

Fl

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

4 52

3 94

2 53

2 28

1 50

1.39

1 27

4 64

4 16

349*

l 12

2 28

1.62

1 23

1 08

0 66

0 60

0 49

0 28

0 54

0 23

14 5

10 2

47

13

10

08

03

表 2 範囲確認調査出土遺物一覧

箇所のあわせて 9箇所の トレンチを設定 した。(第 2

図)

これらのうち、西方の 2・ 3・ 6ト レンチおよび

7・ 8・ 9ト レンチからは遺構遺物ともまったく検

出されなかったものの、東側の山林の東半に設定し

た104e5ト レンチからは、あわせて 8点のサヌ

カイトと須恵器片 1点が検出された。これらの遺物

は、いずれも厚さlmほ どの堆積土中より出土した

ものであったが、二次加工のある景1片や石核なども

みられ、工事予定地東端の斜面に明瞭な旧石器時代

の遺跡の存在することが明らかとなった。また須恵

器については、以前に道路工事により消滅 したとされる王子が岳古墳に伴う可能性 も考えられた。

さらに周辺一帯について表面調査を行ったところ、斜面の上方にもサヌカイト片の散布がみられ、

遺跡は倉敷市 と玉野市の境界付近を中心 とした緩斜面上に広がっていることが推察された。

こうした範囲確認調査の結果をふまえ、改めて県保険課と県教育委員会および倉敷市教育委員

会の 3者で遺跡保存の協議を行い、建物の計画位置や階層等の具体的な設計変更について検討を

重ねた。しかしながら、地形上の制約や進入路の取 り合い、さらには景観上の問題等の理由から

大幅な設計変更は非常に困難であることが判明した。このためやむなく建物が遺跡にかかる部分

の約320m2について、平成 5年度に記録保存のため

の調査を行 うことで合意に達 した。ただ、発掘調

査についても試掘調査時と同様の理由で県教育委

員会の速やかな対応が難しい状況であり、実際の

発掘調査の体制についてはさらに協議を重ねるこ

ととなった。協議の結果、今回の調査については、

県と市の職員および学識経験者からなる発掘調査

委員会を組織し、県教育委員会の指導のもとに市

教育委員会が現地での発掘調査 を担当することと

なった。

これを受けて王子が岳浜遺跡発掘調査委員会が

組織され、平成 4年 12月 1日 付けで同委員長から

文化庁長官宛に文化財保護法第57条の 1項の規定

に基づ く「埋蔵文化財調査の届出」が提出された。

現地の発掘調査は平成 5年 1月 7日 から3月 29日

にかけて実地された。

王子ケ岳浜遺跡発掘調査委員会 (所属は平成 5年度当時)

役 名 氏 名 所 属

委 員 長 今 日 昌 男 倉敷市教育委員会 教育長

副委員長 渡 辺 淳 平 岡山県文化課長

委  員 松 井 新 一 岡山県文化課長代理

委  員 柳 瀬 昭 彦 岡山県文化課長補佐

委  員 河 本   清 岡山県古代吉備文化財センター次長

委   員 間 壁 忠 彦 倉敷市文化財保護審議会 会長

委   員 三 好 繁 光 倉敷市教育委員会 社会教育部長

委  員 三 宅 正 廣 倉敷市教育委員会 社会教育部参事

専門委員 福 本   明 倉敷市教育委員会文化課学芸員

専門委員 藤 原 好 二 倉敷市教育委員会文化課学芸員

専門委員 中野倫 太郎 倉敷市教育委員会文化課学芸員

専門委員 片 岡 弘 至 倉敷市教育委員会文化課学芸員

役 名 氏 名 所 属

監  事 大 熊 道 雄 倉敷市教育委員会文化課長

監  事 時 長   勇 岡山県文化課主査

事 )(監

(事務局)

役 名 氏 名 所 属

事務局長 香 西 文 雄 倉敷市教育委員会文化課長補佐

是罫    言己 亀 山 行 雄 岡山県文化課文化財保護主事

書  記 橋 本 篤 男 倉敷市教育委員会文化課文化財係長
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第 2節 調査 の方法 と経過

発掘調査は、平成 3年度の範囲確認調査結果から遺物包含層が存在すると考えられた範囲と計

画建物の重複する部分約320m2について実施した。調査区は計画建物の外形ラインに沿う形で設定

したためややいびつな形状となっている。調査区内には最近まで建物があったという平坦面と石

材を抜き取られた古墳ではないかと考えられる窪みが含まれていた。また調査区周囲の露岩には

石切りの際の楔の痕をもつものがかなりあり、地形の改変が著しいことが予測された。

調査区は海側をA区、山側をB区の 2区に分割した。立木伐採を最小限の範囲とし、掘削を行

っていない区を排土置場として利用した。これは当該地が瀬戸内海国立公園内に含まれており、

調査にあたっては環境・景観に対して細心の配慮を行う必要があったためである。

遺物は調査開始後まもなくから検出されはじあたが、

I・ Ⅱ層中には須恵器・弥生土器・尖頭器など各時代

のものが混在していた。そのためこの二層の遺物は原

位置を留めていないものとして、層毎に一括して取り

上げた。そしてⅢ層以下については土器の出土が減 り、

原位置を留めている可能性を考慮して、一点毎に取 り

上げ番号をつけ位置と高さを記録して取 り上げた。

遺物の位置を記録するにあたっては、XY座標を使

用 した。A区 OB区の境のラインを南東に延ばしたも

のをX軸、X軸に対 して90°北東に向かうラインをY軸

とした。原点は倉敷市と玉野市の境界にある「NQ 8川

鉄健保」杭から北西に15。 735m、 「NQ 9り川鉄健保」杭か

ら北に22.65mで ある。遺物の取 り上げ方法は、A区・

B区 とも同様である。調査が進んでいく過程で遺物が

原位置を留めている可能性はなくなったが、調査方法

の変更は行わなかった。

B区に認められた石材を抜き取られた古墳ではない

かと考えられる窪みについては、底部に焼土及び花蘭
第 3図 座標軸設定図

岩砕石が堆積していたことから、石切 り場に関係する遺構と判断した。その他に遺構は確認され

なかった。

以下に調査経過の概略を記す。

1993年 (平成 4年度)

1月 7日 (木) 発掘機材搬入、調査範囲の樹木伐採開始。

1月 12日 (月 )樹 木伐採完了、調査前の地形写真撮影、発掘機材搬入、調査区設定 。A区掘削開始。

1月 16日 (土) Att I・ H層掘削完了。
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A区Ⅲ層掘削開始、適宜遺物の取 り

上げ。

A区北西に拡張。

Att C― C′ セクション写真撮影。

A tt C― C′セクション実測。

A区遺物の最終取 り上げ。

A区掘削完了。

完掘写真及び b― b′セクション写

真撮影。

完掘プラン実測、 B区掘削開始。

A tt b一 b′セクション実測、土壌

サンプル採取。

BttI o H層掘削完了・Ⅲ層掘削開

始。

B区北西に拡張。

B tt d― d′ セクション実測及び写

真撮影。

現地説明会。

B tt a一 a′セクション実測、掘削

完了。

3月 24日 (水) B tt a― a′セクション及び完掘状

況撮影、機材撤収。

3月 26日 (金) B tt b一 b′セクション実測及び写

真撮影、完掘プラン実測。

3月 29日 (月 )埋 戻 し終了。

第 3節 整理作業

発掘調査後の整理作業は、小野雅明・藤原好二が中心となって、1993年 4月 に開館した倉敷埋

蔵文化財センターで行った。平成 5年度はセンター開館直後の多忙もあり、 5～ 6月 に遺物の洗

浄・注記、 7月 に図面の整理等の基礎的整理を行ったのみである。なお、注記については整理時
の混乱を防ぐために、現場での遺物取 り上げ番号をそのまま整理番号とした。そのため表採及び

I・ Ⅱ層からの一括取 り上げ遺物については、取り上げ番号をつけたⅢ・Ⅳ層遺物の後に続けて

新たに整理番号をふっていくこととした。すなわち上位層である I・ H層から出土した遺物の番
号が、下位層であるIII・ Ⅳ層出土遺物の番号の後にくるようになっている。巻末の遺物台帳を閲
覧の際は気をつけていただきたぃ。

平成 6年度には報告書作成に向けた本格的な整理作業を開始した。 6～ 12月 にかけて遺物の実
測を行った。 8月 12日 には岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの光石鳴巳氏に石器器種の確認、
9月 7日 には同センターの富樫孝志氏に石材の鑑定についてご援助いただいた。11月 半ばから翌
1月 にかけては図面の トレースを実施した。遺物の写真撮影は1～ 2月 におこなった。原稿執筆・

編集は2月 におこなった。

1月 18日 (月 )

1月 21日 (木 )

1月 30日 (土 )

2月 1日 (月 )

2月 4日 (木 )

2月 5日 (金 )

2月 6日 (土 )

2月 8日 (月 )

2月 9日 (火 )

2月 18日 (木 )

3月 4日 (木 )

3月 18日 (木 )

3月 20日 (土 )

3月 23日 (火 )

調査参加者

―-10-―



第 3章 層序 と遺物出土状況

第 1節 層序

王子が岳は備讃瀬戸の北岸、倉敷市と二野市との境界に位置する標高234mの新割山を中心とし

た山塊の総称である。付近一帯は、風化浸食が進んだ花同岩質の急峻な山岳地形で、山頂から海

域に接する山裾までは急角度で落ち込んでいる9山肌は荒々しく、土壌の流出により露出した花

商岩の巨石が重なりあって特異な景観をつ くりだしている。

調査地点は新割山南麓においてわずかに広がる緩斜面の南端に位置し、標高1l mか ら19mの間

である。斜面上方において失われた土砂、礫の量を考えると相当量の堆積が予想される。

土層観察は第 5図の右上に示すように、調査区の東端壁 (a― a′ )、 南壁 (b一 b′ )、 A区東壁

(C一 C′ )、 拡張区東壁 (d一 d′)で行った。各セクションの層序は、基本的に花同岩の風化バ

イラン土の堆積であり、マンガンや鉄分の集積の密度により異なる色調や土層の粒の状態・硬度

などを目安にして分層を試みた。調査区内には近代の礎右建物跡が存在し、この建物に伴う整地、

造成が行われている。また、花同岩の切 り出しの跡と思われる攪乱坑が数か所で確認された。

I層は腐植表土層、近代の攪乱坑および建物に伴う造成土である。旧石器時代、縄文時代、弥

生時代、古墳時代、平安時代、近代の遺物が出土している。

Ⅱ層は黄灰褐色を呈するしまりの弱い土層で、マンがンを含む。 I層 と同様各時代の遺物が出

土している。

Ⅲ層は茶褐色を呈する土層で、一般的にマンガンの密度が濃い。A区の一部では造成のため攪

乱を受けている。Ⅲ層内は漸移的な変化がみられるが、調査区の南側と北側を対比すると様相を

異にしている。A区南側 (b― b観1)に おいて濃い褐色を呈するⅢ-8014・ 15層の上面を検出

した際には、北側の土層 (Ⅲ -19・ 20層 )と の濃淡の差が際立っていた。B区においても南側の

土層 (Ⅲ -2・ 4層 )は濃い褐色を呈し、北側の土層 (Ⅲ -103層 )はマンガンの密度が薄 く、

風化花同岩の粗粒が固くしまった層である。このように調査区南側に偏在する濃い褐色土層から

ナイフ形石器、尖頭器、スクレイパーなどの1日石器時代の遺物が多く出土しているが、縄文時代、

弥生時代、古墳時代の遺物も混在しており、旧石器時代の遺物だけを含む層を分離させることは

不可能な状況であった。

Ⅳ層は硬化した灰白色土層で、調査区南側のA区 とB区境付近で検出された。旧石器時代の遺

物が少量出土している。

V層は明黄褐色を呈する非常に硬化した上層で、人力による掘削は困難である。ボー リング調

査によると、地下13mま では堆積土層といわれる。遺物は確認されなかった。

以上が基本層序の概要である。調査区には数多くの花同岩の転石が存在し、土層観察の妨げに
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もなったが、低所に集中するようにして留まる様子は旧地形の状況を表しているように思われる。

C― C′ セクションで示されるように、旧石器時代を中心とした遺物を含む層は、周辺上方から流

れてきた土砂が浅い谷状の地形に順次堆積した二次堆積層と判断される。

第 2節 遺物 出土状 況

各層位ごとの遺物の出土状況については表 3の とおりである。石器類については、器種ごとの

点数をあげ、土器類については時代を示す特徴のわかるものだけをとりあげた。旧石器時代を中

心とした石器類は各器種を通じて、層の厚いⅢ層から当然ながら最も多く出1土 している。これと

Ⅱ層とを比較 した場合、

器種構成に根本的な差は

認められず、単に量的な

差にとどまっている。接

合関係については、石器

類で接合するのはⅢ層で

出土した争J片が 1例あり、

土器類では同一個体のも

のが二層あるいは三層に

わたって出土するものが

多い。

先述のとおり、出土遺物のほとんどが二次堆積層からのもので、原位置をとどめるものはなか

った。第 6図に示すように遺物の出土地
`点

が南側の浅い谷に集中しており、調査区のさらに南側

にも遺物の集中が連続していると予想される。また、遺物の垂直分布をみると土器類はおおまか

に縄文土器 と土師質土器 (弥生・古墳時代)の分布に違いが認められ、下層であまり出土してぃ

ないのは、堆積の時期差をある程度は反映しているように思われる。しかし、旧石器時代の遺物

は総じて分散しており、旧石器時代の遺物を含んだ流土が時代を越えて堆積した結果にすぎない

のであろう。遺跡の立地条件を考えれば、こうした遺物の残存のありかたが一般的であると思われ

るが、調査範囲が限られたものであり、どのあたりまでの範囲の遺物が調査区の谷筋に集中して

いるのかということについては判断の材料がない。ただ、周辺を含めてかなり密度の高い活動痕

跡が存在したことは疑いない。

遺
物

層位

ナ
イ

フ
形

石

器

尖
　
頭
　
器

石
　
　
鏃

石

　

斧

ス
ク

レ
イ

パ
ー

彫
　
　
器

楔
形
石
器

加
工
痕
剥
片

使
用
痕
剥
片

石
　
　
核

剥

　

片

砕
　
　
片

砥
　
　
石

石
　
　
錘

叩
　
　
石

主 な 土 器 類

縄
文
時
代

弥
生
時
代

古
墳
時
代

平
安
時
代

I層 1 1 1 1 底部
題

提瓶
壺

Ⅱ 層 3 1
前期壺
底部

選
獅

壺

Ⅲ 層 早期
押型文

前期壺
中期甕
後期製塩

題
獅

Ⅳ  層 1

表採・排土 1

計 1 1 553 1

表 3 各層位の遺物出土状況
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19m

18m  b

16m

14m

14m

12m

14m

19m

18m

10m

16m

14m

12m

III-1
Ⅲ-2
ⅡI-3
111-4
ⅡI-5
ⅡI-6
Ⅲ-7
ⅡI-8
Ⅲ-9
111-10
Ⅲ -11
111-12

-1 黒褐色腐植土 (表土層)

-2 黄褐色砂質土 (攪乱坑埋土)

-3 黒褐色土 (攪乱坑埋土)

-4 明黄褐色土 (攪乱坑埋土)

-5 灰色細砂 (溝埋土)

-6 黄褐色土 (造成土)

-7 黒褐色土 (旧表土層)

-8 明褐色土 (攪乱坑埋土)

-9 暗赤褐色土 (攪舌し坑埋土)

H-1 灰白色土  Ⅱ-4 黄褐色土

H-2 黄灰褐色土 H-5 灰褐色土

H-3 黄灰褐色土

灰褐色土  Ⅲ-13 茶褐色砂質上
茶褐色土  Ⅲ-14 暗褐色土

茶褐色土  Ⅲ-15 黄褐色土

暗褐色土  Ⅲ-16 明茶褐色砂質土

暗灰褐色土 Ⅲ-17 暗灰色砂質土

暗褐色土  Ⅲ-18 暗茶褐色土

灰褐色土  Ⅲ-19 赤褐色土

茶褐色土  Ⅲ-20 明黄褐色土

茶褐色土  Ⅲ-21 灰茶褐色土

灰褐色土  Ⅲ-22 明茶褐色砂質土

暗赤褐色土 Ⅲ-23 茶褐色砂質土

暗赤褐色土 Ⅲ-24 茶褐色土

Ⅳ 灰白色土

V 明黄褐色土 (地山)

16.5m 16.5m

第5図 土層断面図(S〒 1/60)
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第 4章 遺物

第 1節 石器

確認調査 と本調査をあわせて本遺跡から出土した石器は争J片・砕片を含めて762点である。表 4

はそのうちわけである。ナイフ形石器・尖頭器・石鏃と各時代のものが含まれている。時代の確

定できる遺物において数量的に卓越するものはない。しかし争J片・石核はその形態及び風化の状

態などからほとんどが1日石器時代のものと考′えられる。

石材は安山岩が圧倒的に多く、

98%を 占める。サヌカイトが大

部分を占めるが、一部に疑わし

いものがあり、また産地分析を

行っていないので、本報告では

安山岩の名称で統一することと

した。肉眼観察からは多孔質の

もの、風化が著しく争J離痕の不

明確なもの、ハ リ質安山岩、自

色風化安山岩など4種類以上に

わかれるようである。ハ リ質安

山岩は石核・争J片が数点のみで製品は出土していない。その他の石材としては黒曜石・凝灰岩・

頁岩などがあるが、いずれも1点か 2点の出土である。黒曜石は尖頭器が 1点である。おそらく

隠岐の黒曜石であろう。凝灰岩は神子柴型石斧を含めて 4点あるが、 4点 とも母岩は別のようで

ある。水晶に関しては、本来花同岩土壌に含まれる石材であり、また明確な加工の痕跡が認めら

れないため、人の手が加わっているかどうかよくわからない。

接合関係は、景J片 2点に認められるだけである。かなり時間をかけて試してみたにもかかわら

ず、他に接合するものを確認できなかった。 2´点は折断面で接合するものである。

以下の解説は器種毎におこなうこととする。

1。 ナイフ形石器 (第 7図、図版 9)

ナイフ形石器は14点が出土している。すべて安山岩製で、そのうち13点が横長景J片 を素材とす

るものである。 1～ 8は一側縁加工のものである。 1・ 2は背面のネガティブ面が 1枚で、刃潰

し加工もすべて腹面から行われているので国府型ナイフ形石器と呼んでよいだろう。3～ 5070

安 山岩 黒曜石 凝灰岩 頁岩 水 晶 流紋岩 花同岩 結晶片岩 砂質片岩 計

ナイフ形石器

尖頭器 1

石 鏃

石 斧 1 1

スクレイパー

彫器 1 1

楔形石器

加工痕剥片

使用痕剥片

石核

剥片 556 l 3

砕 片 6

祗石 1 1

石錘 l l

口
「石 1 1

計 1 1 3 1 1 1

表 4 石器組成表 (確認調査出土遣物を含む)(1)
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~ 12 (B200)
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第 7図 ォイフ形石器(S=2/3)

8は背面のネガティブ面を2～ 3枚持っているので、連続的に景J片 を剥離する際の打点が左右に

振れていることがわかる。国府型ナイフ形石器とするにはややイレギュラーである。 408は刃

潰し加工が背・腹面の両方から行われている。 9～ 13は二側縁加工のナイフ形石器である。 90
11は腹面側から刃潰し加工を行い、基部のみ二側縁加工である。12013は風化が著しくナイフ形

石器はどうかやや疑間はある。13は腹・背両面から交互剥離状の刃潰し加工を行っている。14は
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第 8図 尖頭器(S=2/3)

厚めでやや大型の縦長景J片 を素材 として用いている。基部には両面からの交互争J離で調整を施 し、

先端部にも腹面側から調整を加えている。九州地方でみられる争J片尖頭器に類似するが基部の調

整が片方の側縁だけであることなど異なっている′点もあるため、本報告書ではとりあえず、ナイ

フ形石器 として記載 した。

2。 尖頭器 (第 8図、図版 10)

10点 出土している。 1のみ黒曜石製で、他はすべて安山岩製である。 1～ 3は有茎尖頭器であ

る。 5 cm前後の小型品で、基部は逆三角形、かえりはない。薄手の素材に細かい押圧景J離を加え

て精緻な製品に仕上げている。 2.は 自然面を残 している。 4は正面形状は有茎尖頭器に類似する

が、やや厚手の素材を用いてお り調整 も荒いものとなっている。 1～ 3の有茎尖頭器 と同列に扱

うべきではないだろう。5～ 7は横長景J片 を素材とする柳葉形の尖頭器である。いずれも腹面側

の素材面が残っている。 7の調整は非常におおざつぱで、未製品の可能性もある。8は先端のみ

＜Ａ３‐８＞

０）
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だが、細かい押圧余J離で加工が行われている。

9は その形態から尖頭器の基部ではないかと

考えたが、スクレイパーの可能性もある。横

長争J片 を素材としている。10は両面調整を行

っているが風化が著しくいまひとつ尖頭器か

どうか確証がもてない。

3。 石鏃 (第 9図、図版11-1)

石鏃は15点が出土している。すべて安山岩

製である。 1～ 9は 凹基鏃である。 1は えぐ

りが深 く縄文時代早期に特徴的な形態である。

2は脚部のみ残存しているがややえぐりが深

いもののようである。 4～ 6は正三角形状を

呈し、えぐりはそれほど深 くない。 7は左右

非対称で五角形状を呈している。 8と 9はや

や細身のものでえぐりはあまりめだたない。

10～ 12は 凸基鏃である。12は弥生時代中期以

降にみられるものである。

13～ 15は石鏃未製品と考えられる。13は 基

部が失われているが先端に自然面が残ってお

り完成品とはみなしがたい。14・ 15も 角度の

浅い景J離がおこなわれているため石鏃の未製

品と考えた。15は上端がつぶれており、楔形

石器削片を加工したものの可能性がある。

1と 12を 除くと時期を決定する根拠にとぼ

しいが、12以外はすべて縄文時代に属すると

考えて大過ないであろう。

^
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第 9図 石鏃 (S=2/3)

4。 スクレイパー (第 10～ 12図 1～ 21、 図版 12・ 13)

21点出土 している。すべて安山岩製である。 1～ 11は刃部の加工が片面のみのものである。 5

は横長景J片石核 を転用 したものらしい。刃部 と反対の側で横長争J片 を景Jい でいるが、刃部加工が

粗 く、またそのカーブが有茎尖頭器の平面形状に類似 していることから、有茎尖頭器の未製品の

ふ
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第12図 スクレイパー 0石斧・彫器 (S=2/3)

可能性もある。 6も 不定形争J片石核を転用している。 7は刃部の加工が明瞭でないことから尖頭

器などの未製品の可能性もある。 8は争J片 の打点側の側縁にナイフ形石器の刃潰し加工に似た角

度の急な刃部加工を行い、反対領1の側縁には使用痕が残っている。刃部形態は 2011がやや内湾

するがtそ の他のものは直線状か外反する刃部を持っている。

12～ 21は両面加工の刃部を持つものである。18は扶 り状の部分があり、ノッチとしても使用さ

縄
瑚
鳳
Ｖ

23 (A385)
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れたと考えられる。19は風化が激しくやや不明瞭だが、不定形争j片石核を転用している可能性が

ある。

これらのうち、 8016～ 18は薄い板状の素材を利用しており、かつ風化も余 り進んでいないこ

とから、縄文・弥生時代に属する可能性が高い。とくに17は欠損している部分がつまみ状になる

可能性があり、石匙ではないかと考えられる。

5。 石斧 (第 12図 22、 図版1172)

凝灰岩製の神子柴型石斧が 1点出土している。素材が礫を用いたものか、景J片 を用いたものか

は不明である。まず図のd面 を打面として、角度の深い打撃で大形の剥片を争J離 し側面を整える。

断面は三角形状を呈する。次にaOc面を打面としてd面を整える。最後に稜線上、とくにb面の

中央をはじる稜線をよく研磨している。研磨部分についてはスクリーントーンで示している。刃

部は失われており、加工の様子は不明である。重量165.8g。

6.彫器 (第 12図 23、 図版13)

彫器の可能性のあるものが 1点出土している。安山岩の不定形景j片 の打点側の側縁の一端に多

少の加工を行った後、樋状争J離 を行っている。その他に加工は加えられていない。

7.楔形石器 (第 13014図 1～ 29、 図版14)

29点 出土している。すべて安山岩製である。 1～ 3は角柱状の楔形石器である。 4～ 24は偏平

状の楔形石器で、 4～ 16は剪断面が長軸方向にあるもので、17～ 24は 剪断面が短軸方向にあるも

のである。25～ 29は楔形石器削片である。

8.二次加工のある剥片 (第 14～ 16図 30～ 58、 図版15016)

他の定型的な石器に当てはまりに くいもの、或いはいずれかの器種の未製品ではあるが、確定

できないものを二次加工のある景J片 とした。確認調査時の 2点 を含めて、計34点が確認されてい

る。すべて安山岩製である。そのうち29点 を図示 した。30～ 34は ナイフ形石器の可能性がある。

30・ 31は折れているために本来の形がわからなくならている。ナイフ形石器の基部の可能性が

ある。36は横長争J片の折れたもので打面側に加工がはいり、反対側の側縁には使用痕がある。390

41～ 43は角度の浅い景J離が争J片 の側縁に行われており、石鏃か尖頭器の未製品の可能性が高い。

特に42は部分的に交互景J離が行われている。40は 当初、石錐ではないかとも考えたが刃部が偏平

にちかいので錐とはせず、ここに含めた。45は争J片の全周に細かい争J離が行われている。46・ 47
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はスクレイパーでもよいかもしれないが、刃部が薄 く堅牢さに欠けている。48は一間粘板岩のよ

うなやや異質な安山岩製で、交互争J離が行われている。50～ 52は景J片 の縁部に数枚の角度の急な

加工が施されている。

9.使用痕のある剥片 (第 16・ 17図 59～ 78、 図版17018)

確認調査時の 2点 を含めて、計24点が確認されている。すべて安山岩製である。そのうち20点

を図示した。59～ 61は横長景J片 を用いたものである。67は打面再生争J片 を使用している。69はや

や縦長の争J片 を使用しているが、片方の側縁に剪断面がある。78は ノッチ状の部分を使用してい

る。

10。 横長剥片 (第 18図 1～ 7、 図版19)

典型的なもの 7点を図示した。すべて安山岩製である。 1～ 6は背面に素材となった盤状争J片

の底面を残している。いずれも背面のネガティブ面が 2枚以上である。 6のみ打面調整を行わず

に争J離 されているが、他のものは打面調整が行われている。 7は盤状争J片の底面を残していない

が、ネガティブ面は 2枚で、 2枚の打点も明瞭である。

11。 縦長剥片 (第 18図 8～ 12、 図版19)

12が凝灰岩製である他は全て安山岩製である。 8は背面のネガティブ面の 1枚が両極争J離痕と

なっている。これらの縦長争J片 を最j離 したと考えられる石核は本調査の遺物のなかには見当たら

ない。

12.石核 (第 19～24図、図版20～23)

確認調査時の 1点 を含めて、計39点 が出土している。すべて安山岩製である。争J片素材のもの

と礫素材のものがあるが、本遺跡ではほとんどが剥片素材の石核と考えられ、確実に礫素材の石

核は 1点だけである。 1～ 21は 打面転移を行う石核である。 1～ 8は横長彙J片 を景J離 している。

打面と作業面を入れ換えることで交互争J離状になっている。 8は ほぼ素材と同じ幅の横長争J片 を

争J離 しており瀬戸内技法に近いものである。 9～ 15は求心状に不定型争J片 を争J離 していくもので

ある。

22～ 31は打面を固定して争J片 を争J離 していくものである。22～ 26は横長景J片石核である。24は

打点の位置をずらすことで、得られた剥片の幅は素材の幅の三分の一以下の狭いものとなってい

る。27～ 31は不定型争J片石核である。
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第24図 石核(S=2/3)

32～ 34は上下に階段状争J離痕を持ち、側縁に剪断面を残す。32は素材面を残す面を打面とし、

剪断面を作業面として不定型な争J片 を争Jい でいる。

36は礫素材の石核である。打面をそれほど転移させず不定形争J片 を争J離 している。

37038はハ リ質安山岩製である。37は 円柱形の縦長争J片石核である。打面を上下に転移させな

がら周囲で 6枚の剥片を最1離 している。上下の打面には打面再生を行らている。38は楔形を呈し

ており、細石刃核のブランクの可能性がある。

13。 その他の剥片 (第 25図、図版24)

1～ 3は打面再生争J片である。いずれも景j片 の打面側に 2～ 3枚の争J片 を争J離 した際の打点を

残している。 4は先行する争J片が求心状に争J離 されたことのわかる争J片 である。背面の中央に素

材面 1枚を残し、その周囲に 7枚のネガティブ面が認められる。 6・ 7は板状争J片である。石核

の素材として使用可能と考えられるものを図化した。 8は本遺跡で出土した最も大きな争J片であ

る。原礫から自然面を除こうとして景J離された景J片 である。
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第26図 砥石・石錘・叩石(S=1/2)

14。 その他の石器 (第 26図、図版25-1)

祗石 2′点、石錘 1′点、叩石 2′点が出土している。 1は砂質片岩製、 2は花同岩製の祗石である。

どちらも表面がよく磨耗しており擦痕がある。 1の表面が平らなのに対し、 2の表面は凹面にな

っており、石斧などの刃を磨 く祗石だった可能性もある。3は花筒岩製で重量191.3gの打ち欠き

石錘である。 4は流紋岩製、 5は結晶片岩製の叩石と思われるが、敲打痕がやや不明確である。

この他にも本遺跡の所在する花同岩土壌地には存在しないと考えられる石材の礫が数点出土して

おり、こうした礫石器となる可能性がある。

護

(1)争 J片 と砕片の区別に関しては、長さ・幅共に l cm以下のものを砕片、それ以上のものを争J片 とした。

本来なら砕片の数量が6`点 しかないということはありえないはずだが、調査方法の不備と花同岩土壌

という制約によるものである。

4 (B74)
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第 2節 土器

調査区から出土した土器は細片まで含めると415点 を数える。実際の個体数はこれよりもはるか

に少なく、時期・器種などを判別し得ないものが大多数を占めている。その中で図化したものは

12点 である。これらを縄文土器、弥生土器、須恵器に分類して概略を記すことにする。

1。 縄文土器 (第 27図 1～ 3、 図版25-2)

1～ 3は縄文時代早期の押型文土器である。 102は 内外面に楕円文が施されている。楕円の

粒子は6× 3 mmく らいである。 3に は外面に縦方向の山形文が施される。 1～ 3の色調は外面が

橙色、内面は灰褐色で、胎土中には l mm以下の砂粒が含まれる。

2.弥生土器 (第 27図 4～ 9、 図版25-2)

405は壺の胴部と推定される。外面にヘラ描沈線文が施される。色調は黄橙色から灰黄褐色

で、胎土中には石英、長石が多く含まれる。弥生時代前期に属すると思われる。

6は甕の口縁部である。日縁末端部を折 り返して上下に拡張し、この面に 2条の凹線文が施さ

れる。色調は器壁表面が橙色で内部は黒色を呈する。弥生時代中期に属すると思われる。

7は脚台付の製塩土器である。脚径4.5cm、 脚高1.3cmを 測る。杯部は基部から斜め上方に立ち

上がり、倒円錐形を呈する。脚台はラッパ状に広がり、端部は丸 くおさめられる。杯部の外面に

は平行タタキ、内面にはヘラケズリが施される。色調は灰黄色で、胎土中には石英や長石が多く

含まれる。弥生時代後期に属すると思われる。

809は底部である。 8は底径が9.0× 8.2cmの いびつな円形で、円盤状に突出している。色調

は外面が橙色から灰褐色、内面が黄灰色で、胎土中には 5 mm以上の石英や長石が多く含まれる。

9は底径が6.5cmで少し上げ底となっている。色調は外面が橙色から赤褐色、内面が黄灰色で、胎

土中には石英や長石が含まれる。これらの時期は不明であるが、 8は胎土、色調が 4・ 5に類似

していることから弥生時代前期に属する可能性がある。

3.須恵器 (第 27図 10～ 12、 図版25-2026-102)

10は腺で、全体の約1/3が残る。図上復元によると、日径9.5cm、 器高12.Ocm、 日頸基部の径5。

lCm、 体部最大径は器高の1/2よ りやや下で12.lcmを測る。口頸部は基部から倒「ハ」の字形に外

反して立ち上がり、屈曲してさらに外側に開く。日縁端部は内側に凹線をめぐらして明瞭な段を

もつ。体部は肩の張った形状で、底は球形に近い。体部径が最大となる付近には上外方から下内
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方に径約 l cmの 円孔をあけている。この位置と口頸部の外面には櫛描波状文をめ ぐらせる。調整

は、内面は回転ナデ、外面は口縁部から体部上半部までが回転ナデである。底部は不定方向のナ

デと思われる。なお、体部に文様を加える前に約1.2cmの幅で回転ナデ調整が施されている。胎土

は精良で、焼成は良好。色調は器壁表面が灰色で内部は暗赤褐色を呈する。陶邑編年の I型式 3

段階に位置付けられよう。

11は提瓶の把手部分 と思われる。他にも同一個体 と思われる破片が数′点あるが、部位不明のた

め図示 しなかった。胎土は若千の砂粒を含み、焼成は良好。色調は灰色から青灰色を呈する。

12は壺で、同一個体 と思われるものを合成 して図上復元した。復元口径は5。 2cmで、口頸基部の

径は3.7cmを測る。日頸部は基部から外反ぎみに立ち上が り、日縁端部で上方に屈曲する。体部は

なで肩で、平底 となる底部外周には「ハ」の字形に開 く高台が付 く。高台は、体部外面を回転ナ

デ調整 した後に貼 り付けられ、内側 (底部 との接着部分)は丁寧にナデ調整を行っているがt外

側 (体部下端 との接着部分)は 凹凸を残 したままである。胎土は精良で、焼成はややあまい。色

調は灰色から灰白色を呈す。平安時代前半に位置付けられよう。

〔
＝

Ч
磨饉 総 :儡日 馨 l

2

6

0          10cm

0       10cm

第27図 土器・鉄器(S=1/301/4)

第 3節 鉄器 (第 27図 13)

9点出土している。銹化が著しく本来の形状が判断できるものは少ない。また取り上げた際に

はある程度形状を保っていたが、整理の段階で復元不能なまでに崩れてしまったものもある。図

示したのは鉄鏃の茎部ではないかと考えられるものである。 3点 まとまって出土したが、接合は

しない。断面に折 り返しが認められ、鍛造品であることがわかる。

■ノ 中′二,中 い
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第 5章 おわりに

調査の結果、王子が岳南麓遺跡は他の瀬戸内沿岸の遺跡と同様、包含層の遺存状態が悪 く、遺

物が原位置を留めるものは皆無であることが判明した。しかしながら県南部における旧石器時代

遺跡の調査 としては、鎌木義昌らによる鷲羽山遺跡、竪場島遺跡等以来のものである。又、遺物

のなかには貴重なものも含まれている。最後に調査及び整理の過程で気づいたことについてまと

めてみたい。

旧石器時代遺物

旧石器時代の遺物 としてはまずナイフ形石器14点 の出土があげられる。横長剥片を素材 とした

ものが主体であり、石核 もいくらか出土しているが接合するものはなく、技術的な検討を行 う材

料に欠けるのが残念である。また鷲羽山遺跡・宮田山遺跡などと比較 した場合の相違点として角

錐状石器・細石器などを欠いていることがあげられる。

縄文時代草創期遺物

県内ではいくつかの遺跡からこの時期の遺物出土が知られている。表 5は県内の出土例を集成

したものである。ほとんどが単独でしかもその半数以上が表面採集によるものである。本遺跡か

らは有茎尖頭器 3点、神子柴型局部磨製石斧 1点が出土している。これらのものがまとまって出

土したのは県内で初めてである。

有茎尖頭器は不確実なものを含めて18遺跡で確認できる。形態的には、返 りを有するものと返

りのないものにわかれるようである。ま
.

た大きさも10cm前後の大型品と、 5 cm前

後の小型品にわかれるようである。本遺

跡の有茎尖頭器は 3点 とも返 りがなく、

5 cm前後の小型品である:玉野市砂山及

び出崎採集のものと類似 している。神子
.

柴型局部磨製石斧は県内では確実なもの

としては 3例 日である。県南では初めて

の出土である。

前述のごとく本遺跡の遺物は全 く原位

置を留めておらず、尖頭器および石斧の

厳密な意味での共伴性は確認不可能であ

る。 しかしながら、これまでの草創期遺

物の出土例がすべて単独でのものであり、

遺跡名 所在地 遺  物 備   考

高屋 B 落合町高屋 流紋岩製木葉形尖頭器 調査 落合町教育委員会蔵

倉敷市六日島茶屋鼻 安 山岩製柳葉形尖頭器 表採 3

広高山 長船町 邑久町郷土資料館蔵 9

備前市小屋谷池 玉髄製有茎尖頭器 ? 備前市歴史民俗資料館蔵

用木山 山陽町河本 安山岩製有茎尖頭器 調査 7

小廻山 岡山市草ヵ部 表採 4

西 畑 百枝 月

観音山 高松町

出崎 玉野市沼

〃 人浜町砂 山

矢部堀越 倉敷市矢部 〃   ?2 調査 岡山県古代吉備文化財センター蔵

伊能軒 調査 倉敷埋蔵文化財センター蔵

菅生小学校裏山 〃 西坂 岡山県古代吉備文化財センター蔵

〃 浦田 表採

前山 福 江 倉敷考古館蔵 2

向 山 児島田の 口 倉敷考古館蔵

山際紫 山 ″ 児島上の町 調査 岡山県古代吉備文化財センター蔵

王子が岳南麓 児島唐琴嶽山

〃    2
黒曜石製有茎尖頭器
凝灰岩製局部磨製石斧

倉敷埋蔵文化財センター蔵

中津貝塚 〃 玉島黒崎中津 安山岩製有茎尖頭器 表採 玉島歴史民俗海洋資料館展示

玉島黒崎矢頭 1

和 国 鴨方町益坂 〃   ? 調査 鴨方町郷土資料館展示

川上村西茅部野田原 緑色片岩製局部磨製石斧 表採 川上村歴史民俗資料館蔵

領家 久米町領家 局部磨製石斧 調査

長光寺 山 久世町 矢柄研磨器

福島 船穂町福島 矢柄研磨器 表採 5

表 5 岡山県下の縄文時代草創期遺物出土遺跡
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遺跡と呼ぶべきかどうか疑問視されるものばかりであったことを考えると本遺跡での例は貴重な

ものと言えるかもしれない。今後は良好な出土状況による資料の増加が待たれる。

遺跡の立地

本遺跡では弥生時代以降の遺物も出土している。旧石器時代から縄文時代初期にかけての遺跡

としては、他の遺跡同様の立地として特に疑間は生じないが、弥生・古墳時代の遺跡としてはや

や奇異なものである。付近には生産基盤となりそうな土地はなく、製塩土器にしてもわずか 1個

体のみの出土であり、生産基盤としては考えにくい。須恵器に至っては 5個体すべて時期が異な

っている。かつて存在した王子が岳古墳に伴うものばかりではないだろう。本遺跡の所在地は海

にむかって僅かに張り出した台地状の地形だが、周囲は切 り立った斜面に囲まれt当時の交通路

としては海岸の浜辺あるいは船しか考えられない。こう考えると少人数の定住者が連綿と存在し

たとするよりは、何らかの必要が生じた際にのみ訪れた場所の可能性のほうがより大きいのでは

ないだろうか。例えば海上交通に関係する祭祀、見張り場、また境界祭祀などが考えられる。遺

構が残っていない状況では判断しようがないが、ここでは可能性を指摘するにとどめたい。

引用文献
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図 版
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1。 遺跡遠景 (西方より)

2。 遺跡遠景 (王子が岳山頂より)



図 版 2

1。 王子ヶ岳より四国方面眺望

2.調査前風景



図 版 3

1.作業風景

2。 遺物出土状況



図 版 4

1.B区 完掘状況

2。 A区完掘状況
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1。 A tt b― b'セ クション

セクション2。 A tt b一 b'
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1。 B tt a― a'セ クシ ョン
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2.B tt b― b' セクション
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1。 B tt b― b'セ クション

2.B tt d― d'セ クシ ョン
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スクレイパー
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二次加工のある剥片
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二次加工のある剥片
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使用痕のある剥片
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使用痕のある剥片
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石 核
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石  核
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その他の剥片
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1。 その他の石器

2.組文・ 弥生土器 0須恵器
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2.壺1。 腺

3.現地説明会
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